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１－１ 居住年数 

● 「２０年以上」の＜長期居住者＞が５割を超える 

問１ あなたは、墨田区に住んで何年になりますか。次の中からあてはまるものを１つ選んで

ください。 

図１－１－１ 

 
 

（注）＜短期居住者（計）＞＝「１年未満」＋「１年以上５年未満」 

＜中期居住者（計）＞＝「５年以上10年未満」＋「10年以上20年未満」 

＜長期居住者＞ ＝「20年以上」 

墨田区に住んで何年になるか聞いたところ、「１年未満」（5.5％）と「１年以上５年未満」（15.3％）

を合わせた＜短期居住者（計）＞（20.8％）が約２割、「５年以上10年未満」（9.8％）と「10年以

上20年未満」（15.7％）を合わせた＜中期居住者（計）＞（25.5％）が２割台半ば、「20年以上」の

＜長期居住者＞（53.1％）が５割を超えている。（図１－１－１） 

 

昭和61年からの推移をみると、＜長期居住者＞は平成14年以降、緩やかな減少傾向にあったが、

令和４年と比べて3.6ポイント増加し５割を超えている。（図１－１－２） 

 

ブロック別でみると、＜長期居住者＞はＡブロック、Ｂブロックで７割近くと高く、Ｈブロック

で３割台と低くなっている。＜中期居住者（計）＞はＨブロックで４割近くと高くなっている。 

（図１－１－３） 

 

短期居住者（計） 中期居住者（計） 長期居住者

１年未満
１年以上

５年未満

５年以上

１０年未満

１０年以上

２０年未満
２０年以上 無回答

ｎ

(1,166) 20.8 25.5 53.1

長

期

居

住
者

短

期

居

住
者
（

計
）

中

期

居

住
者
（

計
）

5.5 15.3 9.8 15.7 53.1 0.7

(％)
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図１－１－２ 居住年数構成の推移 

 
 

図１－１－３ ブロック別 居住年数構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

短期居住者（計） 中期居住者（計） 長期居住者 無回答

令和６年

令和４年

令和２年

平成30年

平成28年

平成26年

平成24年

平成22年

平成20年

平成18年

平成16年

平成14年

平成12年

平成10年

平成８年

平成６年

平成４年

平成２年

昭和63年

昭和61年

20.8

20.3

20.6

23.2

21.3

20.9

18.5

17.3

15.7

15.1

13.9

14.0

17.9

13.9

11.8

10.3

10.8

10.8

11.6

12.2

25.5

29.9

27.0

23.7

25.5

24.2

25.4

22.3

21.5

20.8

21.2

18.2

19.2

20.1

22.7

21.1

23.5

23.5

21.6

20.2

53.1

49.5

50.7

52.0

52.9

53.1

55.8

60.2

62.6

63.6

64.8

67.8

62.9

66.1

65.5

68.5

65.5

65.7

66.8

67.6

0.7

0.3

1.7

1.1

0.3

1.8

0.3

0.2

0.2

0.5

0.1

0.0

0.0

0.0

0.0

0.1

0.2

0.0

0.0

0.0

(％)

短期居住者（計） 中期居住者（計） 長期居住者 無回答

ｎ

全　　　体 (1,166)

【ブロック別】

Ａブロック (  147)

Ｂブロック (  110)

Ｃブロック (   95)

Ｄブロック (  129)

Ｅブロック (  139)

Ｆブロック (  177)

Ｇブロック (  136)

Ｈブロック (  195)

20.8 25.5 53.1 0.7

(％)

11.6

13.6

12.6

24.8

18.7

28.2

21.3

29.7

19.0

19.1

27.4

17.1

22.3

27.7

27.9

37.4

68.0

67.3

60.0

57.4

57.6

43.5

50.0

32.8

1.4

0.0

0.0

0.8

1.4

0.6

0.7

0.0
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１－２ 定住意向 

● ＜定住意向（計）＞が９割近く 

問２ あなたは、これからも墨田区に住み続けたいと思いますか。次の中からあてはまるもの

を１つ選んでください。 

図１－２－１ 

 

（注）＜定住意向（計）＞ ＝「ずっと住み続けたい」＋「当分の間は住み続けたい」 

＜転出意向＞ ＝「区外に転出したい」 

これからも墨田区に住み続けたいと思うか聞いたところ、「ずっと住み続けたい」（41.9％）が４割

を超え、これに「当分の間は住み続けたい」（45.6％）を合わせた＜定住意向（計）＞（87.5％）

は９割近くとなっている。これに対して「区外に転出したい」（3.6％）という＜転出意向＞は１割

未満となっている。（図１－２－１） 

 

昭和61年からの推移をみると、＜定住意向（計）＞は平成10年から平成20年まで減少傾向にあっ

たが、平成22年で増加に転じ、令和４年から９割近くで推移している。（図１－２－２） 

 

ブロック別でみると、「ずっと住み続けたい」はＢブロックで５割を超えて高くなっている。＜

定住意向（計）＞は全てのブロックで８割台半ばから９割近くとなっている。（図１－２－３） 

 

性別でみると、男女間で大きな差はみられない。 

性・年代別でみると、＜定住意向（計）＞は男性40歳代、女性60歳代で９割を超えている。 

（図１－２－４） 

 

東京都・区部と比較すると、＜定住意向（計）（住みたい）＞は墨田区（87.5％）で９割近くと

なっており、東京都（71.9％）より15.6ポイント、区部（70.6％）より16.9ポイント上回っている。 

（図１－２－５） 

 

定住意向（計） 転出意向

ずっと

住み続けたい

当分の間は

住み続けたい

区外に

転出したい
わからない 無回答

ｎ

(1,166) 87.5 3.6

定

住

意
向
（

計
）

転

出

意
向

41.9 45.6

3.6

7.2 1.7

(％)
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図１－２－２ 定住意向の推移 

 

 

図１－２－３ ブロック別 定住意向 
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(％)

定住意向（計） 転出意向

ずっと
住み続けたい

当分の間は
住み続けたい

区外に
転出したい

わからない 無回答

ｎ

全　　　体 (1,166) 87.5 3.6

【ブロック別】

Ａブロック (  147) 85.7 3.4

Ｂブロック (  110) 88.2 3.6

Ｃブロック (   95) 88.4 2.1

Ｄブロック (  129) 88.4 2.3

Ｅブロック (  139) 88.5 3.6

Ｆブロック (  177) 89.3 3.4

Ｇブロック (  136) 86.0 2.9

Ｈブロック (  195) 87.7 4.6

定
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向
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41.9 45.6 3.6 7.2 1.7

(％)
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32.2
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33.3

36.1

34.5

43.2

45.0

43.2

57.1

47.1

54.4

3.4

3.6

2.1

2.3

3.6

3.4

2.9

4.6

8.2

8.2

8.4

7.0

7.2

6.2

7.4

6.2

2.7

0.0

1.1

2.3

0.7

1.1

3.7
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図１－２－４ 性別、性・年代別 定住意向 

 

図１－２－５ 東京都・区部との比較 定住意向 

 

（注１）東京都と区部は地域定住意向の調査結果 

（注２）表頭の（ ）内は「都民生活に関する世論調査」の選択肢項目 

資料出所：東京都政策企画局「都民生活に関する世論調査」（令和５年６月調査） 

定住意向（計） 転出意向

ずっと
住み続けたい

当分の間は
住み続けたい

区外に
転出したい

わからない 無回答

ｎ

全　　　体 (1,166) 87.5 3.6

【性　　　別】

男　　　性 (  461) 88.3 3.3

女　　　性 (  667) 87.4 3.4

【性・年代別】

10・20歳代 (   50) 84.0 4.0

男 30　歳　代 (   61) 86.9 4.9

40　歳　代 (   77) 93.5 1.3

50　歳　代 (   86) 86.0 3.5

性 60　歳　代 (   90) 87.8 3.3

70歳代以上 (   96) 89.6 3.1

10・20歳代 (   75) 89.3 8.0

女 30　歳　代 (  106) 84.9 7.5

40　歳　代 (  111) 87.4 1.8

50　歳　代 (  139) 86.3 2.9

性 60　歳　代 (   86) 93.0 1.2

70歳代以上 (  150) 86.0 1.3
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(％)
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6.9

7.5

1.5

1.6

16.0

18.0

39.0

40.7

47.8

63.5

68.0

68.9

54.5
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4.0
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0.0

3.3

0.0

1.2

2.2

2.1

16.0

21.7

28.8
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55.8

74.7
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58.6
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11.3

8.0

7.5
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2.9

1.2

1.3

2.7
6.6

9.9

9.4

5.8

8.0

0.0

0.9

0.9

1.4

0.0

4.7

定住意向（計） 転出意向（計）

（住みたい） （住みたくない）

墨　田　区 (1,166)

東　京　都 (1,784)

区　　　部 (1,164)

わからない 無回答

87.5

71.9

70.6

3.6

9.5

10.2

7.2

18.3

18.8

1.7

0.3

0.3

(％)
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１－３ 定住意向理由と転出意向理由 

（１）定住意向理由 

● 「通勤・通学が便利」「買い物が便利」が６割近く 

〔問２で「ずっと住み続けたい」・「当分の間は住み続けたい」と答えた方に〕 

問２－１ その主な理由は何ですか。次の中から３つ以内で選んでください 

図１－３－１ 

 
 

墨田区に「ずっと住み続けたい」、「当分の間は住み続けたい」という人（1,020人）にその理由

を聞いたところ、「通勤・通学が便利」（58.5％）が６割近くで最も高く、次いで「買い物が便利」

（57.3％）、「地域に愛着を感じている」（40.7％）、「住宅事情が良い」（16.5％）となっている。 

（図１－３－１） 

 

  

(ｎ＝1,020)

通勤・通学が便利

買い物が便利

地域に愛着を感じている

住宅事情が良い

風紀など社会環境が良い

自然環境が良い

福祉サービスの内容が良い

商売など営業上都合が良い

防災対策が整っている

公害が少ない

子どもの教育に適している

その他

無回答

58.5

57.3

40.7

16.5

12.1

10.0

6.3

5.4

4.0

3.9

3.0

6.5

3.7

0 10 20 30 40 50 60 (％)
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定住意向の理由上位３項目を属性別でみると、地域別では、北部は「買い物が便利」、「通勤・通

学が便利」、「地域に愛着を感じている」の間に大きな差はないが、南部は「通勤・通学が便利」、「買

い物が便利」が６割台と高くなっている。 

 

ブロック別でみると、「買い物が便利」はＡ・Ｂ・Ｅ・Ｇブロックで第１位、「通勤・通学が便利」

はＣ・Ｆ・Ｈブロックで第１位となっている。Ｄブロックでは「買い物が便利」と「通勤・通学が

便利」は同率で第１位となっている。 

 

性別でみると、男性は「通勤・通学が便利」、女性は「買い物が便利」が第１位となっている。 

性・年代別でみると、男性60歳代以下、女性40歳代以下の年代で「通勤・通学が便利」が最も高

くなっている。男性70歳代以上、女性50歳代から70歳代以上で「買い物が便利」が最も高くなって

いる。（表１－３－１） 

 

表１－３－１ 地域別、ブロック別、性別、性・年代別 定住意向理由 

 
（％）

ｎ

(1,020) 通勤・通学が便利 58.5 買い物が便利 57.3 地域に愛着を感じている 40.7

(  544) 買い物が便利 53.9 通勤・通学が便利 52.4 地域に愛着を感じている 43.6

(  446) 通勤・通学が便利 66.8 買い物が便利 61.4 地域に愛着を感じている 37.0

(  126) 買い物が便利 54.8 通勤・通学が便利 47.6 地域に愛着を感じている 42.9

(   97) 買い物が便利 52.6 通勤・通学が便利 49.5 地域に愛着を感じている 34.0

(   84) 通勤・通学が便利 50.0 地域に愛着を感じている 45.2 買い物が便利 42.9

(  114) 57.9 地域に愛着を感じている 47.4

(  123) 買い物が便利 57.7 通勤・通学が便利 56.1 地域に愛着を感じている 47.2

(  158) 通勤・通学が便利 67.1 買い物が便利 50.0 地域に愛着を感じている 36.7

(  117) 買い物が便利 83.8 通勤・通学が便利 74.4 地域に愛着を感じている 37.6

(  171) 通勤・通学が便利 61.4 買い物が便利 56.7 地域に愛着を感じている 36.8

(  407) 通勤・通学が便利 62.7 買い物が便利 54.1 地域に愛着を感じている 38.3

(  583) 買い物が便利 59.7 通勤・通学が便利 56.1 地域に愛着を感じている 42.5

10・20歳代 (   42) 通勤・通学が便利 81.0 買い物が便利 47.6 地域に愛着を感じている 31.0

30歳代 (   53) 通勤・通学が便利 83.0 買い物が便利 60.4 地域に愛着を感じている 22.6

40歳代 (   72) 通勤・通学が便利 68.1 買い物が便利 51.4 地域に愛着を感じている 33.3

50歳代 (   74) 通勤・通学が便利 71.6 買い物が便利 48.6 地域に愛着を感じている 43.2

60歳代 (   79) 通勤・通学が便利 60.8 買い物が便利 53.2 地域に愛着を感じている 34.2

70歳代以上 (   86) 買い物が便利 61.6 地域に愛着を感じている 54.7 通勤・通学が便利 31.4

10・20歳代 (   67) 通勤・通学が便利 77.6 買い物が便利 59.7 地域に愛着を感じている 43.3

30歳代 (   90) 通勤・通学が便利 73.3 買い物が便利 60.0 地域に愛着を感じている 27.8

40歳代 (   97) 通勤・通学が便利 72.2 買い物が便利 48.5 地域に愛着を感じている 37.1

50歳代 (  120) 買い物が便利 64.2 通勤・通学が便利 63.3 地域に愛着を感じている 40.8

60歳代 (   80) 買い物が便利 61.3 地域に愛着を感じている 50.0 通勤・通学が便利 47.5

70歳代以上 (  129) 買い物が便利 62.8 地域に愛着を感じている 53.5 通勤・通学が便利 19.4

性

別

男

性

女

性

性

・

年

代

別

女　性

北部地域

南部地域

Ａブロック

Ｂブロック

Ｃブロック

Ｄブロック

Ｅブロック

Ｆブロック

Ｇブロック

Ｈブロック

男　性

通勤・通学が便利／買い物が便利

分析項目 第１位 第２位 第３位

全体

地

域

別

ブ

ロ
ッ

ク

別
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（２）転出意向理由 

● 「地域に愛着を感じない」が３割を超える 

〔問２で「区外に転出したい」と答えた方に〕 

問２－２ その主な理由は何ですか。次の中から３つ以内で選んでください。 

図１－３－２ 

 

「区外に転出したい」という人（42人）にその理由を聞いたところ、「地域に愛着を感じない」

（31.0％）が３割を超えて最も高く、次いで「買い物が不便」（28.6％）、「防災対策が不十分」（26.2％）、

「住宅事情が悪い」（21.4％）となっている。（図１－３－２） 

 

(ｎ＝42)

地域に愛着を感じない

買い物が不便

防災対策が不十分

住宅事情が悪い

自然環境が悪い

子どもの教育に適していない

福祉サービスの内容が悪い

公害がひどい

風紀など社会環境が悪い

通勤・通学が不便

商売など営業上都合が悪い

その他

無回答

31.0

28.6

26.2

21.4

16.7

16.7

14.3

11.9

11.9

4.8

4.8

26.2

0.0
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